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◆座談会 教育の不平等と学校の役割
10月 24日ω  話題提供 :清水睦美 (日本女子大学人間社会学部教育学科教授)

ディスカッサントi学校現場関係者

●講演会 教育においてICTを飼いならすために
11月 ¶5日 (日) 講師 :石井英真 (京都大学大学院教育学研究科准教授)

●講演会 なぜ、少人数学級が必要なのか
12月猛6日o  講師 :本田由紀 (東京大学大学院教育学研究科教授)

◆座談会 偏見 0差別・自粛警察を考える
1月 23日①  話題提供 i山□ 毅 (帝京大学文学部社会学科准教授)

ディスカッサント :学校現場関係者・教育学研究者

●講演会 コロナ禍で考える未来の社会と教育
2月 6日0  講師 :岡野八代 (同志社大学グローバル・スタディーズ研究科教授)

私達は現在、大きな歴史的転換点に居合わせ、予想もしなかったことに直面しています。

国境を超えたグローバリズムは一瞬にして凍りつき、人と物の移動は完全に停止しました。
ソーシャルディスタンスという耳慣れない言葉は、絶対的ルールとして私達の生活を厳しく縛り上

げ、人口集中した大都市は、その身のあまりの大きさ|′⊂、処し方さえもままならない様子です。世界の、
そして国内の指導者たちはその能力を問われ、交錯する思惑は様々な混乱を引き起こしています。

今までの価値観を脱ぎ捨てることを余儀なくされても、それに代わる新たな衣服は見つからず、

不安と寒さに戸惑っているのが現実です。
しかし一方では皮肉にも、私達の日常の出来事が、そのまま世界に直結しているという感覚を今
までになかったぐらい感じていることにも、私達は気がついています。まさしく、他人事ではないグ
ローバルな出来事 !

こうした状況の中、教育は、そして子どもたちは、予想できないくらいの大きな被害を受けつつあ

ります。そして私達 Ed.ベンチャーがこうした中で提起するのは、「コロナ禍の今」を提えるため
の視点を私達が積極的に獲得し、それぞれの視点に沿って思考をスタートさせることです。

状況に流されるのか、それとも意志ある一歩を踏み出すのか。・・・。今年度の教育講演会は形
を変え、複数の講師によるリモートでの講演です。

歴史 |′C立ち会う責任を、お互いが担うために開催したいと思います 。・・・ !

Ed.ベ ンチャーとは:市民、退

職教員、研究者、現職教員が

集まって立ち上げた社会教育

団体です。目的は、日の前の子

どもたちや先生、学校や保護

者が直面する問題を共有し、

特に弱い立場に置かれた子

どもも含め、すべての子どもや

先生、学校が明るい未来を創

造するためのお手伝いをする

ことです。
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主催・お問い合わせ      ぇど
NPO法人教育支援グループEd.ベンチャー・

丁EL/FAX:046‐ 272‐8980
E‐nlail:toiawase@edventure.ip
URL:http://www.edventure.ip/
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